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テレビドラマにおける喫煙関連描写に関する調査研究

ため、介護施設内での喫煙場面も多かった。途中
から「施設内全面禁煙」となり、反喫煙場面の時間
が多くなった。子供の前での喫煙や歩きタバコの場
面も見られ、問題が多いと思われた。喫煙場面が多
く出ると予想していた刑事ドラマ（「科捜研の女」及
び「警視庁捜査一課第9係」）は、レギュラー出演
者による喫煙がなかったため、喫煙場面はあまり見
られなかった。「救命病棟24時」は過去に3シリー
ズの放送があり、今回が4シリーズ目であった。第1、
2シリーズは、健康増進法が施行される前の作品で
あり、第3シリーズは放送中にタバコの規制に関す
る世界保健機関枠組条約（FCTC）8）が発効されてい
る。今回放映された第1話から3話では第1、2シリ
ーズを、第4話は第3シリーズを再編集したもので
ある。第5話以降が今回の第4シリーズである。第
1話から3話までには、医師役の主人公や患者の喫
煙場面がみられた。第4話以降は、全く喫煙シーン
はなかったが、タバコの銘柄が確認できるカートン
の映像が映し出されている場面があった。FCTCが
発効され以前のドラマを再編集したものとはいえ、
主人公の医師が喫煙する場面を放映することは、視
聴者に対して、喫煙による健康被害が少ないという
ような誤ったメッセージを伝える可能性があると考
える 6）。「ブザー・ビート〜崖っぷちのヒーロー〜」

若年層には喫煙を美化・正当化させる恐れがあると
考えられる。
しかしながら、我が国におけるテレビドラマにお
ける喫煙描写に関する調査・研究は多くなく、一定
の期間におけるすべての連続ドラマを対象にした調
査・研究は全く実施されていない。そこで、民放の
テレビドラマの1クール分に相当する3か月間にお
ける全ての連続ドラマを対象に喫煙描写の状況を調
査した。
各ドラマにより、喫煙関連時間、全ドラマ放送

時間に占める喫煙関連時間の比率、喫煙関連回数
に大きな差がみられた。
「官僚たちの夏」と「任侠ヘルパー」の喫煙関連時
間、全放送時間に占める喫煙関連時間の比率、喫
煙関連回数が飛びぬけて多い状況であった。「官僚
たちの夏」の時代背景は、我が国において喫煙率が
非常に高く、かつ受動喫煙はもとよりタバコの健康
被害さえあまり論じられていない昭和30年代であり、
ドラマの中では主人公を含めた官僚のほとんどが場
所を選ばず喫煙していた。自宅や職場の応接間には
灰皿が必ず置いてあった。反喫煙場面は全く描かれ
ていない状況であった。主人公が暴力団の設定であ
る「任侠ヘルパー」にも喫煙場面が多く見られた。
主人公たちが介護施設でヘルパーとして働く設定の

表2　各テレビドラマにおける喫煙場面、喫煙関連場面、反禁煙場面、放送時間に占める合計喫煙描写時間
の比率、喫煙描写回数、スポンサーとしてのJTの有無
各ドラマにより、合計喫煙関連時間、全放送時間に占める合計喫煙関連時間の比率、合計喫煙描写回数に
大きな差がみられた。
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テレビにおける喫煙シーンをみることと脳との関連
についての研究がさらに進むことを期待したい。
近年、受動喫煙を含めて喫煙を規制する法的整

備が整いつつある。このような状況において、多く
の国民が視聴し、未成年者にも影響を与えるテレビ
ドラマにおいて喫煙を容認する描写は好ましくない
と考える。今後も定期的に喫煙描写場面の調査を行
い、学会などの関連機関とも連携し、日本民間放
送連盟（無線で放送する民間ラジオ・テレビジョン
放送事業者による放送倫理水準の向上ならびに業界
共通問題の処理を目的に設立した業界団体）などに
働きかけを行う必要があると考えている。そして、
必要により、法的な処置を講じテレビドラマにおけ
る喫煙描写場面を全面的に無くし、FCTCを批准す
る国として、喫煙防止教育、禁煙支援、受動喫煙
防止に努め、国民の健康を保護する必要があると考
えている。
本稿の内容の一部は、第5回日本禁煙学会学術総
会（2010年9月19日〜20日、松山）にて発表した。
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Research for Smoking-related Scenes in Television Drama Shows in Japan

Masakazu Kuroyama 1, 2, Masaaki Aizawa 1, Sayo Hayashi 3, Hirokuni Tagaya 3

Objectives
Smoking-related scenes in television drama shows may beautify and justify smoking, potentially motivating viewers 

to start smoking. We surveyed the status of smoking-related scenes in all television drama-show series during a 
defined period.

Methods of investigation
We surveyed 129 episodes of 13 drama shows that were broadcast between 20:00 and 23:00 from July through 

September 2009. We calculated the durations of (a) smoking scenes, (b) smoking-related scenes, and (c) antismoking 
scenes in all drama shows and surveyed whether Japan Tobacco Inc. (JT) sponsored the drama shows or not. 

Results
The total percentage of time of smoking-related scenes (a + b) differed substantially among drama shows. The mean 

percentage was 1.1%. 

Discussion
Although it is difficult to make generalizations, smoking-related scenes in television drama shows in Japan have 

apparently decreased. It is a major problem that JT had sponsored some drama shows in which the lead role was 
played by a physician who smoked. 

Conclusion
We believe that smoking-related scenes should be completely eliminated from television drama shows. 

Key words
television drama shows, tobacco, smoking, smoking-related scenes, Japan Tobacco Inc. 
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